
さあ！文化の秋がやってきました。市民の皆さんの作品や練習の成果を披露する
「令和６年度　第20回小城市民文化祭」を開催します。文化の秋を満喫しに来ませんか。

ご来場をお待ちしています。

賞　　品
応募方法　４町をめぐってカードに４個のスタンプを押したら、会場受付へ。
応募期限　11月15日（金）
提 出 先　各公民館・生涯学習課（郵送でも受け付けます）

文化の秋、小城市では文化祭真っ盛り。４会場をめぐって、図書カードをGET！
　図書カード1,000円分を抽選で10名様へ

芦刈牛津

スタンプラリーに参加しませんか！小城 三日月

小城市文化連盟（生涯学習課内）　☎72・1616

小城市民文化祭へおい
でく
ださい

！

問

会期：１１月１日（金）～ ９日（土）
牛津会場

三日月会場小城会場

芦刈会場

作品展
◆日時　１１月１日（金）～ ３日（日・祝）
　　　　１0時～１7時（最終日は１5時まで）
◆場所　ゆめぷらっと小城　１階・２階
◆内容　絵画、陶芸、書、写真、水墨画、
　　　　華道、俳句、盆栽  他
　　　　・・体験コーナー　・・お茶席

芸能祭
◆日時　１１月９日（土）　９時30分～１7時
◆場所　ゆめぷらっと小城　２階　天山ホール
◆内容　民謡、謡曲､ 詩吟､ 文化箏､ 日舞  他

作品展
◆日時　１１月１日（金）～ ３日（日・祝）
　　　　１0時～１7時（最終日は１5時まで）
◆場所　牛津公民館　ホール
◆内容　生花、書、陶芸、写真、短歌、俳句、
　　　　絵画、グラスアート  他
　　　　・・体験コーナー

公演会
◆日時　１１月４日（月・振休） ９時30分～１3時
◆場所　牛津公民館　ホール
◆内容　日舞、ダンス、謡曲、太鼓、大正琴  他
　　　　・・お茶席

作品展
◆日時　１１月１日（金）～ ３日（日・祝）
　　　　１0時～１7時（最終日は１5時まで）
◆場所　ドゥイング三日月　多目的ホール
◆内容　書､陶芸､手芸､絵画､生花､短歌､俳句  他
　　　　・・体験コーナー　・・お茶席

子ども文化まつり
◆日時　１１月３日（日・祝）　１0時～１2時
◆場所　ドゥイング三日月　多目的ホール
◆内容　お琴、コーラス、おはなし会、バレエ、
　　　　子ども茶道  他

問  小城公民館　☎７３・３２１５

問  牛津公民館　☎３７・６１４３ 問  芦刈公民館　☎３７・６１４０

　  　  三日月公民館　☎７２・１６１６三日月公民館　☎７２・１６１６問  三日月公民館　☎７２・１６１６

作品展
◆日時　１１月１日（金）～ ３日（日・祝）
　　　　１0時～１7時（最終日は１5時まで）
◆場所　あしぱる　多目的ホール
◆内容　書､絵画､陶芸､水墨画､手芸､和洋裁　他
　　　　・・体験コーナー　・・バザー

公演会
◆日時　１１月３日（日・祝） １3時～１４時30分
◆場所　あしぱる　多目的ホール
◆内容　フラダンス、文化箏、芦刈音頭、
　　　　相撲甚句、民舞、ゴスペル  他
　　　　・・お茶席
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エコフェスタ
11月17日日時 日 10時～15時

参加
 無料

～ さぁ みんなで始めよう！！ 地球の環境を守る取り組み ～

2024
小城市

三日月体育館（メイン会場）場所

「省エネお助け隊」個別相談会
（一般社団法人エネルギーマネジメント協会）
事業所で使っている電力について診断します。
（おうちの電力についても相談にのります）

水素で走るクルマの展示
（佐賀県産業グリーン化推進グループ）
クルマ好き必見！水素で走るクルマ・MIRAIを間近で見て
みよう。クルマから家電などへの電気供給も実演するよ！

４万4,000人からはじめる
「ゼロカーボンシティ」への挑戦  
－ SDGsを牽引する小城市 －

小城市健康スポーツセンター「アイル」の天然温泉を活用
した発電など、地域にある資源を活用した再生可能エネル
ギー開発の可能性について、分かりやすくお話しします。

水素発電展示・キッチンカー等への電気給電
（日本フイルコン株式会社・那須電機鉄工株式会社・三菱化工機株式会社）
災害対策に適した次世代の水素を用いた発電機！再生可
能エネルギーで水素を作って貯蔵。使いたいときに燃料
電池で発電し、電力を供給します。

保護猫の譲渡会・チャリティーバザー
（動物愛護ボランティア ハッピーボイス）
保護した猫の譲渡会です。家族に迎えたい人は、ぜひ会
いに来てください。（譲渡には条件があります）
また、動物愛護を目的としたパネル展示やチャリティー
バザーも同時開催します！

講師：佐賀大学 海洋エネルギー研究所
　　　所長・教授  池上康之さん

いけがみやすゆき

環境啓発セミナー（つなぎレンガ座）

日産の電気自動車展示コーナー
（日産自動車株式会社・佐賀日産自動車株式会社）
日産の電気自動車（アリア・リーフ・サクラ）がやって
くる！普段は環境にやさしいクルマが、災害時には「動
く蓄電池」として活躍します。ぜひ見に来てください！

使用電力100％再エネイベント

LEDランタンづくり
（パナソニック株式会社エレクトリックワークス社）
模様の抜型で光の出方を自分好みに仕上げよう。世
界に一つだけの自分だけの素敵なLEDランタンを
作ろう！　対象者：小学生以上（保護者同伴必須）
参加費：一組 900円　※要事前申込（先着８組）

セミナー受
講者に

子ども服お
ゆずり会

への優先入
場券を

お渡ししま
す！

走れ！ソーラートレイン！
（パナソニック株式会社エレクトリックワークス社）
手回し発電で鉄道模型を走らせよう！みんなでまわして
電車を発車させよう。

楽しく学ぼう！ミニでんき教室＆
省エネクイズ （九電グループ）
電気のことを学んでクイズに挑戦！正解すると景品を
ゲットできるよ！みんなで楽しく学びながらエコについ
て考えよう！

★このイベントで使用する電気は、すべて再エネ電気を使用しています。

会場内でスタンプラリーも行います。ブースを回って景品を当てよう！

緑のリサイクル（株式会社江里口造園）
市内から出た草木でできた堆肥をエコフェスタ価格で
販売します！無料配布も行います。

食育コーナー（小城市食生活改善推進協議会）
残り物の食材などを使った料理の提供や、レシピなどを
紹介します。

おもちゃ病院（佐賀県環境サポーター）
＊１件につき初診料100円をいただきます。
＊修理の際に別途部品代が必要な場合があります。
＊修理できない場合もあります。
＊診察時には使用されているお子さんも同伴してください。
＊入院（お預かり）して後日返却となる場合があります。

環境課　☎37・6102問

フードドライブ＆リサイクルバザー
（にじいろぽけっと）
リサイクル品、日用雑貨品のバザーを開催します。マイ
バッグを持ってきてください。ご家庭に眠っている食品、
不用品の回収も行います！寄付いただいたものは、にじ
いろぽけっとの活動に活用します。

フードドライブ（フードサポート小城つなぐ）
ご家庭に眠っている食品を当日会場へお持ちください。
（未開封のもの、消費期限が１カ月以上あるもの）　

子ども服のおゆずり会
（市内幼稚園、保育園、市内小学校、婦人会）
まだまだ着られる、捨てるのはもったいない！
そんな市内で集められた子ども服のおゆずり会です。

なくなり次第終了

デコ活体験コーナー
（佐賀県地球温暖化防止活動推進センター）
何種類かある「窓の断熱性」や「照明の性能」を比較す
る実験に参加しよう！どのくらい違うのか体験すること
ができます。
※デコ活とは、脱炭素とエコを組み合わせた新しい言葉です。

★ プログラム ★

血管年齢測定・べジチェック
（明治安田生命保険相互会社）
ご自身の血管年齢をご存じですか？健康のバロメーター
「血管年齢」「野菜摂取レベル」の無料測定を行えます。
この機会に、健康チェックをしてみませんか！

日産わくわくエコスクール「未来のクルマ」
（日産自動車株式会社）
電気自動車のモデルカーを使った実験に参加し
よう！実験したモデルカーはお持ち帰りできま
す。未来のクルマを一緒に考えてみよう。
対象者：小学生（保護者とご一緒の参加も可能です）
※要事前申込（先着８人）

◆小城市では、令和４年２月に「小城市ゼロカーボンシティ宣言」を行い、地球温暖化の原因とされる二
酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの削減に努め、地球環境の保全に取り組むこととしました。 
◆2024小城市エコフェスタでは、かけがえのない地球の環境を守ることにつながるプログラムを準備し
ています。皆さんのご来場をお待ちしています！

有料

有料

申込は
こちら
から

申込は
こちら
から

申込は
こちら
から

給食用食器のおゆずり会
（小城市教育委員会）
まだまだ使える！学校給食用食器をおゆずりします！

区分 イベント 時間 会場 協力団体
環境
啓発 映画上映『私たちの未来』 14時～15時 三日月体育館 環境省

講座
4万4,000人からはじめる

「ゼロカーボンシティ」への挑戦
－SDGsを牽引する小城市－

10時～
10時50分

ドゥイング三日月
（ホール）

つなぎレンガ座
佐賀大学 海洋エネルギー研究所

リ
サ
イ
ク
ル

子ども服のおゆずり会 11時～15時 三日月体育館 市内幼稚園、保育園、市内小学校
婦人会

給食用食器のおゆずり会 11時～15時 三日月体育館 小城市教育委員会
食育コーナー 11時～15時 三日月体育館 小城市食生活改善推進協議会
フードドライブ＆リサイクルバザー 11時～15時 三日月体育館 にじいろぽけっと
フードドライブ 11時～15時 三日月体育館 フードサポート小城つなぐ
おもちゃ病院
※有料  100円/件

11時30分～
14時30分 三日月体育館 佐賀県環境サポーター

緑のリサイクル 10時～15時 三日月体育館（周辺） 株式会社江里口造園

省
エ
ネ

「省エネお助け隊」個別相談会 11時～15時 三日月体育館 一般社団法人
エネルギーマネジメント協会

楽しく学ぼう！
ミニでんき教室＆省エネクイズ 11時～15時 三日月体育館 九電グループ

走れ！ソーラートレイン！ 11時～15時 三日月体育館 パナソニック株式会社
エレクトリックワークス社

教室

LEDランタンづくり 
※有料  900円/組  要事前申込

11時30分～
12時30分 三日月体育館 パナソニック株式会社

エレクトリックワークス社
日産わくわくエコスクール

「未来のクルマ」　要事前申込
13時～

13時30分 三日月体育館 日産自動車株式会社

体験

デコ活体験コーナー 11時～15時 三日月体育館 佐賀県地球温暖化防止活動推進
センター

電動アシスト自転車体験コーナー 10時～15時 三日月体育館（周辺） 小城市 総合戦略課

日産の電気自動車展示コーナー 10時～15時 三日月体育館（周辺） 日産自動車株式会社
佐賀日産自動車株式会社

水素

水素で走るクルマの展示 10時～15時 三日月体育館（周辺） 佐賀県産業グリーン化推進グループ

水素発電展示・
キッチンカー等への電気給電 11時～15時 三日月体育館（周辺）

日本フイルコン株式会社
那須電機鉄工株式会社
三菱化工機株式会社

動物
愛護

① チャリティーバザー・ 
動物愛護啓発パネル展示

②保護猫の譲渡会
①11時～15時
②12時～15時 三日月体育館（周辺） 動物愛護ボランティア

ハッピーボイス

健康 血管年齢測定・べジチェック 11時～15時 三日月体育館 明治安田生命保険相互会社

マイ
バッグ
必須
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電気自動車のモデルカーを使った実験に参加し
よう！実験したモデルカーはお持ち帰りできま
す。未来のクルマを一緒に考えてみよう。
対象者：小学生（保護者とご一緒の参加も可能です）
※要事前申込（先着８人）

◆小城市では、令和４年２月に「小城市ゼロカーボンシティ宣言」を行い、地球温暖化の原因とされる二
酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの削減に努め、地球環境の保全に取り組むこととしました。 
◆2024小城市エコフェスタでは、かけがえのない地球の環境を守ることにつながるプログラムを準備し
ています。皆さんのご来場をお待ちしています！

有料

有料

申込は
こちら
から

申込は
こちら
から

申込は
こちら
から

給食用食器のおゆずり会
（小城市教育委員会）
まだまだ使える！学校給食用食器をおゆずりします！
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お知らせ

児
童
虐
待
と
は

身
体
的
虐
待

　
な
ぐ
る
・
蹴
る
な
ど
の
生
命
に
危

険
を
及
ぼ
す
行
為

性
的
虐
待

　
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行

為
を
見
せ
る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

　
適
切
な
衣
食
住
の
世
話
を
し
な
い

で
、
子
ど
も
を
放
置
す
る
な
ど

心
理
的
虐
待

　
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き
ょ

う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど

も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力

を
振
る
う
な
ど

　
こ
れ
ら
は
、
子
ど
も
の
人
権
を
著

し
く
侵
害
し
、
子
ど
も
の
心
身
の
成

長
や
人
格
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

　
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど

も
を
見
つ
け
た
と
き
や
、
ご
自
身
が

出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
は
、

身
近
な
相
談
機
関
に
連
絡
し
ま
し
ょ

う
。

　
連
絡
は
匿
名
で
も
可
能
で
す
。
連

絡
さ
れ
た
人
や
連
絡
内
容
に
関
す
る

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

１１月は「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」期間
問  社会福祉課　☎37・6107（☎080・1709・5308）／佐賀県中央児童相談所　☎２6・1２1２

令
和
６
年
度
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
児
童
虐
待
防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

標
語　
最
優
秀
作
品

１い
ち
は
や
く

８
９　
気
づ
い
て
あ
げ
て　
そ
の
サ
イ
ン

児童相談所全国共通ダイヤル

お近くの児童相談所につながります。

1 8 9☎☎

いちいち はやはや くく

　
食
育
は
全
て
の
人
が
生
涯
に
わ
た

り
、
食
を
通
じ
て
健
全
な
心
身
を
培

い
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
に

必
要
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
普
段
の
食
生
活
を

見
直
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

野
菜
を
１
日
に
３
５
０ｇ 

 
食
べ
て
い
ま
す
か
？

～
食
物
繊
維
に
注
目
！！
～

食
物
繊
維
を
多
く
含
む
野
菜
の
効
果

・
血
糖
値
の
上
昇
を
緩
や
か
に
す
る

・
血
圧
を
下
げ
る

・ 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を
緩
や

か
に
す
る

・
腸
内
環
境
を
整
え
る

　
食
物
繊
維
を
多
く
含
む
野
菜
を
食

べ
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の

発
症
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
１
日
あ
た
り 

３
５
０ｇ
以
上
の
野
菜
の
摂
取
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

食
物
繊
維
、
足
り
て
い
ま
す
か
？

　
食
物
繊
維
の
一
日
の
摂
取
目
標
量

は
１８
歳
～
６４
歳
の
成
人
の
場
合
、
男

性
が
２１
ｇ
以
上
、
女
性
が
１８
ｇ
以
上

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
日
本
人
の
食
物
繊
維
の

摂
取
量
は
男
女
と
も
に
目
標
量
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。

　
佐
賀
県
で
は
野
菜
摂
取
量
が
目
標

量
の
３
５
０ｇ
よ
り
８0
ｇ
～
１
０
０

ｇ
少
な
い
た
め
、
毎
日
野
菜
を
プ
ラ

ス
８0
ｇ（
小
鉢
約
１
個
分
）摂
り
、
食

物
繊
維
の
摂
取
も
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

野
菜
３
５
０ｇ
は 

 

料
理
に
す
る
と
ど
の
く
ら
い
？

　
野
菜
料
理（
副
菜
）は
１
皿
で
約
７0

ｇ
の
野
菜
を
摂
取
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
料
理
に
す
る
と
小
鉢
５
皿
分

が
目
安
で
す
。

１１月は「食育推進強化月間」～食育について考えよう～
問  健康増進課　☎37・6106

食
育
月
間
展
示
の
お
知
ら
せ

　
１１
月
の
食
育
推
進
強
化
月
間
に
合
わ

せ
て
食
に
関
す
る
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
市
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
こ
ど
も

園
に
よ
る
展
示
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

展
示
場
所

・
小
城
市
役
所

　
西
館
１
階　
ロ
ビ
ー

　
（ 

１１
月
６
日
㈬
～
１５
日
㈮  

１６
時
）

・
ゆ
め
ぷ
ら
っ
と
小
城　
１
階

　
（ 

１１
月
１９
日
㈫
～
２９
日
㈮  

１５
時
）

サラダ

煮物

炒め物

和え物

汁物
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お知らせ

　
年
内
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険

料
は
、
所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
で
、

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

　
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
）
控
除
証
明
書
」
が
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

送
付
時
期
（
郵
送
で
送
付
）

・ 

令
和
６
年
１
月
１
日
～
９
月
3０
日
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人

　

 

１0
月
下
旬
～
１１
月
上
旬
（
順
次
）

・ 

令
和
６
年
１０
月
１
日
～
１２
月
3１
日
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人

　
令
和
７
年
２
月
上
旬
（
予
定
）

※ 

納
付
し
た
時
期
に
よ
っ
て
控
除
証
明

書
の
送
付
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

※ 

申
告
の
際
は
、
控
除
証
明
書
と
追
加

で
納
め
た
保
険
料
の
領
収
書
を
添
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

控
除
証
明
書
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

〈
受
付
時
間
〉

・
月
～
金
曜
日　
８
時
30
分
～
１９
時

・
第
２
土
曜
日　
９
時
30
分
～
１６
時

※ 

祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、

　

 

年
末
年
始
（
１２
月
２９
日
～
翌
年
１
月

３
日
）
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が送付されます
問  国保年金課　☎37・6101

　
市
民
課
窓
口
（
本
庁
お

よ
び
各
出
張
所
）
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
顔

写
真
の
無
料
撮
影
サ
ー
ビ

ス
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、 

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

　
平
日 

８
時
30
分
～

　
１７
時
１５
分

※
牛
津
出
張
所
の
み

　
平
日 

９
時
30
分
～

　
１８
時
１５
分

持
っ
て
く
る
も
の

　
運
転
免
許
証
や
保
険
証

な
ど
の
本
人
確
認
書
類

申
請
書
に
つ
い
て

　
申
請
書
を
お
持
ち
の
人

は
、
申
請
書
右
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
を
使
用
し
て
ご

自
宅
で
も
申
請
が
で
き
ま

す
。（
申
請
書
は
市
民
課

窓
口
で
発
行
し
ま
す
）

顔
認
証

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
暗
証
番
号
の
設
定
や
管

理
に
不
安
が
あ
る
人
の
た

め
に
、
暗
証
番
号
の
設
定

が
不
要
の
顔
認
証
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
発
行
し

て
い
ま
す
。（
健
康
保
険

証
と
し
て
利
用
す
る
際
の

本
人
確
認
方
法
は
、
機
器

に
よ
る
顔
認
証
ま
た
は
目

視
に
限
定
さ
れ
ま
す
）

カ
ー
ド
の
郵
送
受
取

　
申
請
時
に
、
次
の
①
②

③
を
ご
持
参
の
上
、
暗
証

番
号
を
決
め
ら
れ
た
場
合

は
、
カ
ー
ド
作
成
後
は
、

簡
易
書
留
で
直
接
自
宅
へ

郵
送
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

① 

本
人
確
認
書
類
２
点

　
（ 

写
真
付
き
身
分
証
明

書
が
１
点
以
上
必
要
）

②
通
知
カ
ー
ド

③ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
交
付
を
受
け
て
い
る

人
の
み
）

　
詳
細
は
、
市
民
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳細はこちら

マイナンバーカードをつくりませんか
問  市民課　☎37・6100

　
１２
月
２
日
か
ら
、
現
行
の
保
険
証
は
発

行
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
に
は
、
事
前
登
録

が
必
要
で
す

① 

登
録
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
時
に
設

定
し
た
暗
証
番
号
（
数
字
４
桁
）

② 

登
録
の
方
法

　
（
次
の
い
ず
れ
か
で
登
録
が
で
き
ま
す
）

・ 

医
療
機
関
や
薬
局
の
顔
認
証
付
き
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
か
ら
登
録

・
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
登
録

・
セ
ブ
ン
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
登
録

・
市
役
所（
国
保
年
金
課
）で
登
録

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者
へ

① 

１２
月
１
日
時
点
で
お
手
元
に
あ
る
保
険

証
は
、資
格
情
報
に
変
更
が
な
い
限
り
、

保
険
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
限

ま
で
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

② 
１２
月
２
日
以
降
、
お
手
元
に
あ
る
保
険

証
の
資
格
情
報
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

に
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち
で
な
い

人
に
は「
資
格
確
認
書
」が
交
付
さ
れ
、

引
き
続
き
必
要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※ 

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
以
外
の
人
は
、
健
康
保
険
の
加
入
先

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マイナ保険証をご利用ください
問  国保年金課　☎37・6101
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お知らせ

主
な
変
更
点

①
所
得
制
限
限
度
額
の
引
き
上
げ

　
全
部
支
給
お
よ
び
一
部
支
給
の
判

定
基
準
と
な
る
所
得
制
限
限
度
額

が
、
表
の
と
お
り
引
き
上
げ
と
な
り

ま
す
。

②
第
３
子
以
降
の
加
算
額
引
き
上
げ

　
第
３
子
以
降
の
加
算
額
が
引
き
上

げ
ら
れ
、
第
２
子
の
加
算
額
と
同
額

に
な
り
ま
す
。

令和６年１１月（１月支給）分から児童扶養手当制度が改正されます
問  社会福祉課　☎37・6107

詳
細
は
こ
ち
ら

　
確
定
申
告
な
ど
で
社
会
保
険
料

控
除
の
証
明
と
し
て
使
用
す
る
国

民
健
康
保
険
税
納
付
証
明
書
（
令

和
６
年
１
月
～
令
和
６
年
１２
月
納

付
）
を
、
令
和
７
年
１
月
下
旬
に

送
付
し
ま
す
。

　
年
末
調
整
な
ど
で
送
付
前
に
必

要
な
人
に
は
、１１
月
１
日
㈮
以
降
、

申
し
出
に
よ
り
事
前
に
発
行
し
ま

す
。

※ 

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）
の
世
帯
は
、
日
本
年
金
機

構
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
源
泉

徴
収
票
に
納
付
額
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

事
前
発
行
に
必
要
な
も
の 

　
窓
口
に
来
ら
れ
る
人
の
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
） 

※ 

別
世
帯
の
人
が
来
ら
れ
る
場
合

は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

発
行
場
所　
税
務
課
ま
た
は
市
民

課
各
出
張
所
窓
口

※ 

電
話
に
よ
る
郵
送
も
可
能
で
す
。

※
発
行
手
数
料
は
無
料
で
す
。

詳
細
は
こ
ち
ら

　
家
族
の
あ
り
方
は
多
様
化
し
、

家
族
法
の
改
定
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
し
か
し
、
多
く
の
批
判
や
要

望
が
寄
せ
ら
れ
続
け
て
い
る
の

に
、
な
か
な
か
変
わ
ら
な
い
法
律

も
あ
り
ま
す
。
家
族
に
関
わ
る
法

制
度
は
今
後
ど
う
あ
る
べ
き
か
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
時　
１１
月
１８
日
㈪

　
１3
時
30
分
～
１５
時

場
所　
ゆ
め
ぷ
ら
っ
と
小
城

　
１
階　
研
修
室

講
師

　
佐
賀
大
学
教
育
学
部
教
授

　
吉よ
し
岡お
か
剛た
け
彦ひ
こ
さ
ん

演
題

　
〝
家
族
法
大
改
正
〟
の
時
代
！？

　

− 
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
／
変
わ
ら

な
い
と
こ
ろ

−

対
象
者　
ど
な
た
で
も

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
無
料

申
込
方
法　
申
込
フ
ォ
ー
ム
（
二

次
元
コ
ー
ド
）
ま
た
は
電
話

申
込
は
こ
ち
ら
か
ら

国民健康保険税納付証明書を
送付します

問  税務課　☎37・6103

男女共同参画市民講座を
開催します

問 申  企画政策課　☎37・6115

扶養する児童等の数
令和６年１０月分まで 令和６年１１月分から

全部支給 一部支給 全部支給 一部支給

０人 ４9万円 １92万円 ６９万円 ２０８万円

１人 87万円 230万円 １０７万円 ２４６万円

２人 １25万円 268万円 １４５万円 ２８４万円

３人以上 以下38万円ずつ追加

区分
令和６年１０月分まで 令和６年１１月分から

全部支給 一部支給 全部支給 一部支給

児童１人目 ４5,500円 １0,7４0～
４5,４90円 ４５,５００円 １０,７４０～

４５,４９０円

児童２人目 １0,750円 5,380～
１0,7４0円 １０,７５０円 ５,３８０～

１０,７４０円

児童３人目以降 6,４50円 3,230～
6,４４0円 児童２人目と同額
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お知らせ

保
育
認
定
（
２
号
・
３
号
） 

希
望
者

申
込
書
な
ど
の
配
布
場
所

　
保
育
幼
稚
園
課

４
月
入
所
希
望
者 

受
付
期
間

　
第
２
次
受
付

　
１２
月
２
日
㈪
～

　
令
和
７
年
１
月
２４
日
㈮

※
注
意
事
項

　
第
１
次
受
付
期
間
は
、
１１
月
１

日
㈮
～
２９
日
㈮
で
す
。
で
き
る
だ

け
、
第
１
次
受
付
期
間
内
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所
・
時
間

　
保
育
幼
稚
園
課

　
平
日 

９
時
～
１７
時

※ 

令
和
７
年
１
月
２3
日
㈭
の
み
１９

時
ま
で
。

５
月
入
所
希
望
者
（
育
休
復
帰
の

人
の
み
）
受
付
期
間

　
令
和
７
年
１
月
２７
日
㈪
～

　
３
月
７
日
㈮

※ 

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
細
は
こ
ち
ら

令和７年度  保育園などの
入所申し込みのご案内

問 申  保育幼稚園課　☎37・6109

　
晴
田
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
晴

田
地
区
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の

た
め
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
尽

力
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

園
の
子
ど
も
た
ち
と
地
域
・
保
護

者
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
ま
た
、
ご

支
援
を
通
し
て
、
地
域
と
園
が
強

い
つ
な
が
り
を
築
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
幼
児
人
口
の
減
少
や

保
育
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
よ
っ
て

入
園
す
る
園
児
が
年
々
減
少
し
、

令
和
６
年
度
４
月
の
園
児
数
は
定

員
９0
人
に
対
し
１７
人
と
な
り
、
ク

ラ
ス
数
も
３
ク
ラ
ス
か
ら
２
ク
ラ

ス
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
園
児
の
減
少
が
続
く
と

見
込
ま
れ
、
園
で
の
集
団
生
活
を

通
し
て
の
幼
児
教
育
が
困
難
な
こ

と
か
ら
、
在
園
児
が
卒
園
を
迎
え

る
令
和
９
年
３
月
3１
日
を
も
っ
て

閉
園
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
細
は
こ
ち
ら

小城市立晴田幼稚園の
閉園について

問  保育幼稚園課　☎37・6109

　
保
護
者
が
就
労
や
病
気
な
ど
で
、

放
課
後
や
長
期
休
業
期
間
に
保
育
が

で
き
な
い
状
態
に
あ
る
家
庭
の
児
童

を
対
象
に
募
集
し
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
は
、
受
付
期
間
内
に

必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

祖
父
母
が
同
居
し
、
保
育
可
能
な

場
合
は
、
入
級
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

現
在
入
級
中
の
人
も
提
出
が
必
要

で
す
。

※ 

兄
弟
や
姉
妹
で
申
請
し
て
も
同
じ

ク
ラ
ブ
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

対
象
者

・
現
１
～
５
年
生

・
新
１
年
生

開
設
日
・
時
間

【
平
日
】　
下
校
時
～
１９
時

【 

土
曜
日
、
夏
・
冬
・
春
休
み
、
学

校
行
事
に
伴
う
振
替
休
日
】

　
８
時
～
１９
時

休
級
日

・
日
曜
、
祝
日

・
お
盆
（
８
月
１3
日
～
１５
日
）

・
年
末
年
始　

　
（
１２
月
２９
日
～
翌
年
１
月
３
日
）

必
要
書
類

・
入
級
許
可
申
請
書

・
勤
務
証
明
書

　
（ 

同
居
中
の
父
・
母
・
祖
父
母
分
）

・
誓
約
書

※ 

書
類
は
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
お

よ
び
教
育
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間
・
受
付
場
所

【
現
１
～
５
年
生
】

・ 

受
付
期
間　

　
１１
月
２５
日
㈪
～
１２
月
２７
日
㈮

・
受
付
場
所

　

 

各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　
教
育
総
務
課

【
新
１
年
生
】

・ 

受
付
期
間

　
１１
月
２５
日
㈪
～
１２
月
２７
日
㈮

・
受
付
場
所

　
教
育
総
務
課

注
意
事
項

　
必
ず
受
付
期
間
内
に
必
要
書
類
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
受
付
期
間
内
に
提
出
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
場
合
で
も
、
ク
ラ
ブ
定
員

を
超
え
て
申
し
込
み
が
あ
っ
た
際
は
、 

入
級
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
こ
ち
ら

令和７年度  放課後児童クラブ入級者を募集します
問 申  教育総務課　☎37・6130
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お知らせ

　
佐
賀
県
の
肝
が
ん
死
亡
率
は
、 

全
国
平
均
と
比
べ
て
ま
だ
ま
だ

高
い
状
況
で
す
。

肝
が
ん
の
原
因
は
？

　
「
肝
臓
の
病
気
は
お
酒
の
せ

い
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

実
は
肝
が
ん
の
原
因
の
約
９
割

は
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

で
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
と
は
？

　
血
液
検
査
（
ＨＢｓ
抗
原
検
査
・

ＨＣＶ
抗
体
検
査
）
で
感
染
の
有
無

が
分
か
り
ま
す
。
通
常
の
健
康

診
断
で
測
る
肝
機
能
検
査
で
は

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
有
無
は

分
か
り
ま
せ
ん
。

　
ま
だ
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
て
い
な
い
人
は
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

　
２0
歳
以
上
で
、
過
去
に
検
査

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

料
金　
無
料

検
査
が
で
き
る
と
こ
ろ

①
県
内
の
登
録
医
療
機
関

　
市
内
の
医
療
機
関
は
左
記
の

一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
県

内
の
医
療
機
関
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
佐
賀
県
健
康
づ
く
り
財
団

　
 

佐
賀
県
健
診・検
査
セ
ン
タ
ー

（ 
佐
賀
市
水
ヶ
江
１

−
１２

−
１0

佐
賀
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

ビ
ル　
２
階
）

※
事
前
予
約
制　

　
☎
3７
・
３
３
１
４

　
（
月
～
金
曜
日
）

も
し
陽
性
だ
っ
た
ら
…　

　
早
期
発
見
し
、
治
療
す
る
こ

と
で
肝
が
ん
へ
の
進
行
を
防
ぐ

こ
と
が
重
要
で
す
。
Ｂ
型
肝
炎

の
治
療
で
は
１
日
１
回
の
服
用

で
肝
が
ん
が
予
防
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
で

は
新
薬
の
登
場
に
よ
り
、
飲
み

薬
の
み
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
消

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

佐
賀
県
の
医
療
費
助
成
制
度

① 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
で
陽
性

と
判
定
さ
れ
た
人
が
初
め
て

受
け
る
精
密
検
査
費
用
助
成

② 

慢
性
肝
炎
・
肝
硬
変
お
よ
び

肝
が
ん
の
人
が
受
け
る
定
期

検
査
費
用
助
成

③ 

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
費

用
助
成

※ 
助
成
事
業
は
県
に
登
録
さ
れ

た
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

助
成
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

・
佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所

　
☎
30
・
１
９
０
５

・
佐
賀
県　
健
康
福
祉
政
策
課

　
☎
２５
・
７
４
９
１

　
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
（
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が

ん
）
を
、
女
性
の
医
師
・
技
師
・
ス
タ
ッ
フ
が
担

当
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
今
回
は
骨
粗
し
ょ

う
症
検
診
も
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

検
診
項
目
お
よ
び
対
象
者

・
乳
が
ん
検
診　

 

４0
歳
以
上
の
女
性

　
（ 

４0
～
４９
歳
…
２
方
向
、
５0
歳
以
上
…
１
方
向
）

・
子
宮
頸
が
ん
検
診　
２0
歳
以
上
の
女
性

・
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　

 

４0
・
４５
・
５0
・
５５
・
６0
・
６５
・
７0
歳
の
女
性

※
治
療
中
の
人
を
除
く
。

※ 

年
齢
は
い
ず
れ
も
年
度
末
（
令
和
７
年
３
月
3１

日
）
の
年
齢
で
す
。

予
約
方
法

・
電
話　
予
約
先
：
健
康
増
進
課

　
☎
3７
・
６
１
０
６

・
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　

 

予
約
・
イ
ベ
ン
ト
→
健
康
関
連
→ 

レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
検
診
か
ら
予
約

※ 

予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。 

お
早
め
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

申込はこちらから

レディースデー検診を実施します
問 申  健康増進課　☎37・6106

日
時

１2月４日（水）
受付　８時30分～１0時30分

（子宮頸がん検診は１0時開始です）

場
所 桜楽館

料
金

乳がん検診
・４0～４9歳 
　１,000円
・50歳以上 
　　600円

子宮頸がん検診 　　700円

骨粗しょう症検診 　　500円

肝炎ウイルス検査を無料で受けることができます
問  健康増進課　☎37・6106

肝炎ウイルス検査ができる市内の医療機関
医療機関名 電話番号

小
城
町

伊東医院 73・3235
小城市民病院 73・2１6１
医療法人
高橋内科 72・１１00

医療法人
野田好生医院 72・3232

医療法人
ひらまつ病院 72・2１１１

三
日
月
町

医療法人
ロコメディカル
江口病院

73・3083

まなべ消化器内科
クリニック 72・3636

牛
津
町

医療法人
おおしまクリニック 66・03１４

しまうちクリニック 66・6036

芦刈町 医療法人六科会
徳富医院 66・１5４7
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お知らせ

木造住宅の耐震診断とブロック塀などの撤去にかかる費用の一部を補助します
問 申  定住推進課　☎37・6150

対象となる住宅（耐震診断）
①市内にある木造住宅
② 昭和56年5月3１日以前に着工さ

れた住宅
③ 柱・梁

はり
その他の主要構造部が、

木の在来軸組構法または木造枠
組壁構法によって造られた住宅

④ 個人が所有し、自ら居住する一
戸建て住宅（店舗などを兼ねる
ものは対象外）

対象となるブロック塀など
　道路面から高さ１ｍ以上のもので、ブロック塀の点検チェック
シート（市役所に設置）の結果、倒壊の危険性が確認できるもの
※ ブロック塀などとは、レンガや石積などの組積造およびコンク

リートブロック造の塀をいいます。
補助対象道路 … 住宅や事業所などから避難所などへ通じる国
道・県道・市道、その他これに準ずる道路（林道・里道など）お
よび建築基準法第４2条に掲げる道路（２項道路など）
　上記の道路に面していない宅地間の境界にあるブロック塀など
は対象外です。

補助対象者
補助対象となる住宅またはブロック塀などを所有し居住する人、またはその親族など
で耐震診断・ブロック塀などの撤去の費用を負担する人

［注意事項］耐震診断・ブロック塀などの除去を実施する前に申請してください。
　　　　　（実施した後の申請は補助の対象になりません）

耐震診断 ブロック塀
などの撤去

耐震診断 ブロック塀などの撤去

補助の条件
一般社団法人 佐賀県建築士事務所協
会に登録された建築士が派遣され、診
断を実施します。

補助は撤去のみで、一部を残す場合は高さ４0㎝以下と
する。（２段程度）
２項道路は道路面までの撤去とする。

補助金の額
など

自己負担額 5,000円
（補助額７万円または１0万円）

見積などにより撤去工事において実際に要する費用の
うち、 「撤去の長さ」に「１ｍ当たり１万円」の基準額
を乗じた額（上限20万円）のうち３分の２を補助

申請期限 １１月29日（金）　※予算額に達した時点で受付終了となります。

　
１0
月
3１
日
㈭
か
ら
、
次
の
行
政
区
の
一
部
が
供

用
開
始
区
域
（
下
水
道
を
使
用
で
き
る
区
域
）
と

な
り
、
家
庭
か
ら
の
生
活
雑
排
水
を
公
共
下
水
道

に
流
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

対
象
行
政
区 

　
三
日
月
町
の
本
告

宅
内
排
水
設
備
工
事

　
下
水
道
を
使
用
す
る
た
め
に
は
、
宅
内
排
水
設

備
工
事
が
必
要
で
す
。
市
が
指
定
し
て
い
る
「
排

水
設
備
指
定
工
事
店
」
に
依
頼
し
、
市
へ
届
け
出

を
行
っ
た
後
に
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

工
事
費
用

　
宅
内
排
水
設
備
に
か
か
る
費
用
は
、
個
人
負
担

と
な
り
ま
す
。

補
助
制
度

　
排
水
設
備
工
事
に
か
か
る
費
用
の
負
担
を
少
し

で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

・ 

下
水
道
等
宅
内
改
造
積
立
金
補
助
金
交
付
制
度

・ 

水
洗
便
所
等
改
造
資
金
利
子
補
給
金
交
付
制
度

　
下
水
道
供
用
開
始
と

な
っ
た
区
域
内
の
家
庭

は
、
早
め
の
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

※ 

区
域
の
確
認
や
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

 

対
象
者
に
は
別
途
説

明
会
の
案
内
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

公共下水道供用開始のお知らせ
問  下水道課　☎37・61２２

クリーンますクリーンます 汚水ます汚水ます 汚水ます汚水ます 公共ます公共ます 本管本管
側溝側溝

官民
境界

官民
境界

道路道路

排水設備排水設備
（個人で設置、管理します）（個人で設置、管理します） （市が設置、管理します）（市が設置、管理します）

下水道下水道

13 小城市広報 2 0 2 4年11月号

お
知
ら
せ



お知らせ

　
運
転
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
場

合
な
ど
で
返
納（
免
許
を
取
り
消
し
）

し
た
人
は
、
乗
車
運
賃
割
引
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

割
引
対
象
者

　
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
や
失
効

し
た
人
で
運
転
経
歴
証
明
書
を
お
持

ち
の
人

① 

市
内
巡
回
バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー

が
２
年
間
無
料

　
運
転
経
歴
証
明
書
の
発
行
を
受
け

た
日
か
ら
２
年
間
、
乗
車
運
賃
が
無

料
に
な
り
ま
す
。

割
引
対
象
路
線

・
小
城
町
巡
回
バ
ス

・
三
日
月
町
巡
回
バ
ス

・
牛
津
町
巡
回
バ
ス

・
広
域
循
環
バ
ス

・
芦
刈
町
乗
合
タ
ク
シ
ー

　
「
あ
し
ま
～
る
」

・
小
城
や
ま
び
こ
タ
ク
シ
ー

利
用
方
法

　
都
市
計
画
課
で

手
続
き
が
必
要
で

す
。「
運
転
経
歴

証
明
書
」
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

代
理
申
請
も
可
能

で
す
。

② 

運
転
経
歴
証
明
書
で 

タ
ク
シ
ー
運
賃
が
割
引

利
用
方
法

　
タ
ク
シ
ー
利
用
時
に
運
転
経
歴
証

明
書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
役
所
で
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

※ 

詳
細
は

・ 

佐
賀
県
バ
ス・タ
ク
シ
ー
協
会

　
（
☎
3１
・
２
３
４
１
）

・
佐
賀
県　
く
ら
し
の
安
全
安
心
課

　
交
通
事
故
防
止
特
別
対
策
室

　

 （
☎
２５
・
７
０
６
０
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

運
転
経
歴
証
明
書
に
つ
い
て
の 

よ
く
あ
る
質
問

　

 

運
転
経
歴
証
明
書
は
ど
こ
で
手
に

入
る
の
？

　

 

自
主
返
納
者
ま
た
は
失
効
者
は
、

佐
賀
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
警
察
署
で
申
請
で
き
ま
す
。

※ 

運
転
経
歴
証
明
書
に
つ
い
て
は
、

佐
賀
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

（
☎
９８
・
２
２
２
０
）へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
こ
ち
ら

ＱA

運転免許証を返納した人へ
問  都市計画課　☎37・61２1

お
得
な
乗
り
方 

乗
継
割・回
数
券

乗
継
割

～ 

巡
回
バ
ス
・
広
域
循
環
バ
ス
・

芦
刈
町
乗
合
タ
ク
シ
ー
間
を
乗

継
す
る
場
合
～

① 

降
り
る
と
き
に
「
乗
継
券
」
を

運
転
手
か
ら
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
。

② 

乗
継
で
乗
車
さ
れ
る
と
き
に

「
乗
継
券
」
を
運
転
手
に
渡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
２
回
目
以
降
に
乗
車
す
る
バ

ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
料
金
が
無

料
に
な
り
ま
す
。

※ 

小
城
・
牛
津
線
、
福
富
線
、
小

城
や
ま
び
こ
タ
ク
シ
ー
で
は
、

使
え
ま
せ
ん
。

お
ぎ
バ
ス
回
数
券

　
お
得
な
回
数
券
を
車
内
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

金
額　
２
、０
０
０
円

　
２
０
０
円
回
数
券
が
１１
枚
つ
づ

り
ま
た
は
１
０
０
円
回
数
券
が
２２

枚
つ
づ
り
。

　
現
金
で
の
お
支
払
い
と
比
べ
て

１
回
分（
２
０
０
円
）お
得
で
す
。

ご
利
用
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん

※ 

小
城・牛
津
線
、福
富
線
で
は
、

使
え
ま
せ
ん
。

巡回バス・乗合タクシーを
使ってみませんか

問  都市計画課　☎37・61２1

　
市
内
の
各
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
使
用
し
て
い
た
業
務
用
冷
蔵
庫
や

殺
菌
庫
、
大
型
の
シ
ン
ク
な
ど
の
厨
房
備
品
で
す
。

厨房備品を一般競争入札
により売却します

問  財政課　☎37・6117

 　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
財
政
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
こ
ち
ら

BUS
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お知らせ

解
禁
期
間

　
１１
月
１５
日
㈮
～

 

令
和
７
年
２
月
１５
日
㈯

※ 
た
だ
し
、
佐
賀
県
内
で
は
、
イ
ノ

シ
シ
捕
獲
を
目
的
と
し
た「
は
こ

わ
な
」
の
使
用
に
限
り
、
１１
月
１

日
㈮
～
令
和
７
年
３
月
3１
日
㈪
に

延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
狩
猟
で
は
銃
・
網
・
わ
な
を
使
用

さ
れ
ま
す
の
で
、
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　
農
作
業
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
山

の
中
へ
入
ら
れ
る
際
は
、
次
の
こ
と

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

目
立
つ
色
の
服
を
着
用
し
て
く
だ

さ
い
。

・ 

ラ
ジ
オ
な
ど
音
が
鳴
る
機
器
を
携

帯
し
て
、
人
が
い
る
こ
と
が
分
か

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

網
・
わ
な
は
非
常
に
危
険
で
す
の

で
、
見
つ
け
た
場
合
は
近
づ
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。

狩
猟
者
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　
狩
猟
者
の
皆
さ
ん
は
法
律
を
遵
守

し
、
狩
猟
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
絶

対
に
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

・ 

狩
猟
の
際
に
は
必
ず
狩
猟
者
登
録

証
お
よ
び
鉄
砲
所
持
許
可
証
（
第

１
種
・
第
２
種
銃
猟
狩
猟
者
）
を

携
帯
し
、
狩
猟
者
記
章
を
胸
部
ま

た
は
帽
子
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

・ 

帽
子
や
上
着
は
明
る
い
オ
レ
ン
ジ

色
の
も
の
な
ど
を
着
用
し
、
や
ぶ

の
中
や
遠
方
で
も
目
立
つ
服
を
着

用
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

垣
、
柵
で
囲
ま
れ
た
土
地
や
、
作

物
の
あ
る
土
地
で
狩
猟
す
る
際

は
、
土
地
所
有
者
の
承
諾
を
得
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

・ 

捕
獲
し
た
鳥
獣
（
残ざ
ん

滓し

を
含
む
）

を
山
野
に
放
置
す
る
こ
と
は
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
回
収
す
る

な
ど
適
切
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

矢
先
に
銃
弾
が
到
達
す
る
恐
れ
の

あ
る
人
、
建
物
、
車
、
電
車
な
ど

が
な
い
か
十
分
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

狩猟が解禁されます
問  農林水産課　☎37・61２5

開
催
日

　
令
和
７
年
１
月
１２
日
㈰

対
象
者

　
平
成
１６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
１７

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
市
に
住
民
登

録
が
あ
る
人
お
よ
び
市
外
申
込
者

（
市
外
申
込
は
下
記
参
照
）

※ 

対
象
者
に
は
、
１１
月
中
旬
に
案
内

通
知
を
送
付
し
ま
す
。

入
場
制
限

　
対
象
者
以
外
の
ご
入
場
は
ご
遠
慮

い
た
だ
き
ま
す
。

動
画
配
信

　
当
日
は
、式
典
映
像
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
で
ラ
イ
ブ
配
信
し
ま
す
。
お
持

ち
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
ご
視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
以
前
、
市
内
の
学
校
に
在
籍
ま
た

は
卒
業
さ
れ
た
人
で
参
加
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。
申
込
者
に
は
、
１１
月
中

旬
に
式
典
の
案
内
通
知
を
送
付
し
ま

す
。

申
込
方
法

　
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
先
ま

た
は
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、 

申
込
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
入
力

し
、
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

参
加
で
き
る
会
場
は
１
会
場
の
み

で
す
。

申
込
期
限　
１１
月
５
日
㈫

市
外
に
お
住
ま
い
の
人
へ

再
度
お
知
ら
せ

申
込
は
こ
ち
ら
か
ら

令和７年  小城市二十歳の式典を開催します

会場名 時間 場所 連絡先

小城会場
受付
１2時
・

開式
１2時30分

ゆめぷらっと小城 小城公民館
☎73・32１5

三日月会場 ドゥイング三日月 三日月公民館
☎72・１6１6

牛津会場 牛津公民館 牛津公民館
☎37・6１４3

芦刈会場 あしぱる 芦刈公民館
☎37・6１４0
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お知らせ

　
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
姿
」

「
人
と
の
ふ
れ
あ
い
」「
命
の
大

切
さ
」
な
ど
、
家
庭
・
職
場
・

地
域
・
学
校
な
ど
に
お
け
る
日

常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
や

身
近
な
人
々
を
「
人
権｣

と
い

う
視
点
で
捉
え
た
写
真
を
募
集

し
ま
す
。

題
材　
「
親
子
」「
家
族
」「
子
ど

も
」「
祖
父
母
」「
恋
人
・
夫
婦
」

「
働
く
姿
」「
友
だ
ち
」「
異
文
化

交
流
」 「
絆
」 

な
ど
、
あ
な
た
の 

人
権
の
テ
ー
マ
を
見
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

対
象
者

　
市
内
在
住
も
し
く
は
市
内
に

通
勤
、
通
学
し
て
い
る
人
（
年

齢
制
限
な
し
）

写
真
に
つ
い
て

　
応
募
作
品
は
デ
ー
タ
で
送
信

く
だ
さ
い
。　
　

※ 

携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
撮
影
し
た
写
真
可
。（
組

写
真
は
不
可
）

※
応
募
は
１
人
２
点
ま
で
。

※
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

応
募
期
限

　
令
和
７
年
１
月
２４
日
㈮

　
必
着

応
募
方
法
・
応
募
先

　
左
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

送
信
す
る
か
、
応
募
用
紙
の
必

要
事
項
を
記
載
の
上
、
人
権・

同
和
対
策
室
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
（　

jinken@
city.ogi.

lg.jp

）へ
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
用
紙
は
、
各
公
民
館
、

人
権
・同
和
対
策
室
に
設
置
の

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

作
品
の
活
用

　
公
民
館
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
掲

示
な
ど
人
権
啓
発
資
料
と
し
て

活
用
し
ま
す
。

※ 

入
賞
者
に
は
、
賞
状
と
副
賞

を
贈
り
ま
す
。

※
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※ 

人
物
な
ど
の
被
写
体
に
関
す

る
肖
像
権
に
つ
い
て
は
、
応

募
者
の
責
任
に
お
い
て
許
諾

を
得
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
は
、
募
集
要
項
（
各
公

民
館
、人
権･

同
和
対
策
室
に

設
置
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応
募
は
こ
ち
ら
か
ら

詳
細
は
こ
ち
ら

令
和
５
年
度
最
優
秀
賞

「
大
切
な
い
の
ち
」

令
和
５
年
度
優
秀
賞

「 

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
に 

教
え
て
あ
げ
る
」

令
和
５
年
度
会
長
賞

「
世
代
交
代
」

じんけんフォトコンテストの作品を募集します
問 申  人権・同和対策室　☎37・6136

　
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
所

蔵
の
「
小
城
鍋
島
文
庫
」
な

ど
の
史
料
か
ら
、
佐
賀
の
乱

に
関
わ
っ
た
小
城
の
士
族
の

動
向
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

期
間

　
１１
月
２
日
㈯
～

　
１２
月
１５
日
㈰

※ 

休
館
日　
月
曜
日
、

　
１１
月
５
日
㈫

場
所　
歴
史
資
料
館　
企
画
展
示
室

　
（
桜
城
館　
２
階
）

入
場
料　
無
料

佐
賀
大
学
交
流
事
業
関
連
の
講
演
会

「
小
城
の
士
族
と
佐
賀
事
変
」

日
時　
１１
月
２
日
㈯　
１４
時
～
１５
時
30
分

場
所　
歴
史
資
料
館　
研
修
室
（
桜
城
館　
２
階
）

講
師　

 

佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー 

准
教
授　
三み

ツつ

松ま
つ
誠ま
こ
と

さ
ん

「
佐
賀
の
乱
と
蒸
気
船
」

日
時　
１２
月
７
日
㈯　
１４
時
～
１５
時
30
分

場
所　
歴
史
資
料
館　
研
修
室
（
桜
城
館　
２
階
）

講
師　

 

佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー  

講
師　
坂さ
か
本も
と
卓た
く
也や

さ
ん

【
共
通
事
項
】

入
場
料　
無
料

定
員　
各
回
４0
人
（
要
予
約
）

 

申
込
方
法

　
電
話
で
文
化
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

佐賀大学交流事業特別展「小城の士族と佐賀事変」
問 申  文化課　☎71・113２

佐賀県逆動記聞▶
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お知らせ

（９月入札分で予定価格が1,000万円を超えるもの）� （単位：円、％）

工事名等 指名業者等 落札業者 落札決定額�
(うち消費税相当額)

予定価格�
(うち消費税相当額) 落札率 入札執行課

令和６年度
小城公共下水道事業　本告
第２号中継ポンプ設置工事

㈱協和製作所、㈱九電工�佐賀支店
新明和工業㈱流体事業部営業本部
九州支店、㈱酉島製作所�佐賀支店
㈱東和、㈱ミゾタ

㈱ミゾタ
15,840,000
(1,440,000)

16,148,000
(1,468,000)

98.09

財政課
☎37・6117

令和６年度
橋りょう補修事業
一本松橋橋りょう補修工事

㈱大義建設、㈱城南建設
㈱政工務店、㈱下村建設
岡本建設㈱、㈱中島工務店

㈱下村建設
26,785,000
(2,435,000)

27,346,000
(2,486,000)

97.95

令和６年度
河川維持管理事業
寺浦川他河川維持補修工事

西岡建設㈱、㈱嶋本建設
㈱城南建設、㈱中部ガス
㈱エグチ・ビルド、水田建設㈱
㈱久保建設

㈱中部ガス
12,221,000
(1,111,000)

12,474,000
(1,134,000)

97.97

入札結果を公表します
問  財政課　☎37・6117

入
札
結
果
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
表
し
て
い
ま
す
。

小城市農地利用最適化推進委員を追加募集します
問  農業委員会事務局　☎37・61２6

定数
区域 募集人数

小城町 １人
芦刈町 １人

任期
始期 農業委員会の委嘱の日
終期 令和８年７月１9日

資格がある人
・農地などの利用の最適化の推進に熱意と識見を有する人
・市内に住所を有する人
・小城市暴力団排除条例に規定する暴力団員などではない人

資格がない人
・破産手続開始の決定を受けて復権を得ない人
・ 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなる

までの人

主な業務

・担当区域内の農地法などに基づく申請の調査
・ 農地利用の最適化の推進に関する現地調査および指導（例：担い手への農地利用の集積・ 

集約化、遊休農地の発生防止・解消）、農家からの相談対応（農地の貸借、売買など）、 
農地転用現地事前調査、日常における農地パトロール、活動日誌の提出、各種研修会への 
参加　など

報酬（年額） １62,000円
※別途、活動実績に応じて費用弁償および謝金をお支払いします。

次のとおり、農地利用最適化推進委員の推薦・応募をお待ちしています。

受付期間　１１月５日（火）～１2月５日（木）
推薦・応募方法
　推薦届出書または応募届出書に記載の上、
持参または郵送で提出してください。
※ 提出された書類は返却しません。ご了承く

ださい。
提出先　〒８４５−８５１１（市役所専用番号）
　　　　小城市農業委員会事務局　宛

その他
① 受付期間中・期間の終了後に推薦および応募状況をホーム

ページおよび市役所庁舎前の掲示板にて公表します。
② 農地利用最適化推進委員は受付期間終了後、農業委員会に

おいて選考します。
③ 推薦届出書および応募届出書の用紙は農業委員会事務局に

準備しています。または、市ホームページからダウンロー
ドしてください。
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